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トラックバース カフェ

　東京都町田市の「町田忠生小山エリア中学校給食センター」が完成した。給食セン
ターの枠を超えたここにしかない「地域交流型給食センター」をコンセプトに掲げ、
カフェや子育て広場を併設する。整備・運営はＰＦＩ事業者の「町田中学校給食サー
ビス」が担う。建物の設計は阿波設計事務所、施工は徳倉・馬淵が手掛けた。

　町田市では、共働き家庭の増加や食の多様化が進む中、子どもたちの五感に響く学校
給食によって、子どもたちの「豊かな心」「生きる力」を育む学校給食の導入を進めて
います。

　すでに全員給食となっている小学校に加え、中学校においても年度から年度に
かけて市内３カ所に給食センターを整備し、「給食センター方式」による全員給食を開
始します。小学校から中学校までの９年間を通して「美しく味良く」、「温もり」を感
じて「四季を愉しむ」町田市ならではの給食を子どもたちに届けていきます。
　町田忠生小山エリア中学校給食センターは、小学校の跡地に整備し、年４月から運
用を開始する予定です。この施設は、中学校に届ける給食を作る機能だけではなく、カ
フェや調理ができる多目的室などの機能も併設しています。中学生に魅力的でおいしい
給食を届けることはもちろんのこと、地域に住む幅広い世代の皆さまが、食を通して健
やかな暮らしを送ることに貢献できる市民の憩いの場としての給食センターになること
を目指しています。
　町田市のすべての中学生の食を支える給食センターに、ぜひご期待ください。

　本事業方針は「子どもの未来、住まう人の未来、まちの未来の
ために。」をうたっております。
　町田市ならではの給食を実現し、地場産食材の積極的な活用、
維持管理が容易になる施設を目指しました。給食提供食数は「８
校・最大，食」となっており、アレルギー対応や子育て支援
への食事提供も可能とします。給食エリアはＨＡＣＣＰの考えを
取り入れた衛生管理を念頭において、ワンウェイ動線を確保し、
適温管理ができる施設です。

　また、市民交流拠点（カフェや貸会議室、子ども用のプレイルー
ム）が付帯しており、利用者の利便性にも考慮しています。
　敷地は山崎団地の一角であり、町田市立忠生第六小学校の跡地
でした。学校当時からの既存緑地を残し、景観に配慮した外観デ
ザインとしています。子ども広場や歩行者通路、広場状空地をつ
なげることで、一般利用者の行き来が生まれやすくなっており、
将来的には隣地までつながるような歩行者ネットワークを想定し
ています。
　施設全体を耐震化することで大地震時でも炊き出しを可能とし
ます。またエコケーブルやＬＥＤ照明を採用することで環境にも
配慮し、ZEB Readyを達成しています。

株式会社阿波設計事務所　東京支社　第一設計部　加藤勝人

■工　事　名　称／（仮称）町田市中学校給食センター新築工事
■工　事　場　所／東京都町田市山崎町―１他
■建　築　主／町田中学校給食サービス株式会社
■設計・監理／株式会社阿波設計事務所東京支社
■施　　　工／徳倉・馬淵特定建設工事共同企業体
■敷　地　面　積／，．㎡
■延　床　面　積／，．㎡
■構造・階数／Ｓ造平屋
■工　　　期／年月１日～年１月日

調理室 調理室
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